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南極鰻石の発見一その2｡

蹟右大量発見と国際競争

矢内桂三1)

1｡はじめに

1969年目本の南極観測隊が発見したやまと隈石

が契機とたって,日本隊は精力的に隈石探査を行い

1975年までに約1,000個の隈石を採集した.これは

史上かつてない大成果で,惑星物質の宝庫r南極大

陸｣がにわかにクロｰズアップされた.このことに

強い関心を示したのが米国であった.本稿では大量

の贋石発見カミ続いた1975年以降の国際的なr南極

限石探査｣について,最近の情報をも加えて述べて

みたい.本誌444号r南極明石の発見一そのu(矢

内,1991)は本文と密接に関連するので参照された

し･.

1976年から3年間の約束で日米共同腹石探査が

スタｰトし,筆者も日本代表として参加し大きな成

果をあげた.しかし,国際共同隊はいくつかのシビ

アな問題を残すことにもなった.その後は日･米が

独自に探査を統げ,二国間の競争の様相を呈した.

また,途中から西独もこれに加わり,ごく最近では

ヨｰロッパ合同隊も組織され明石探査に成果をあげ

ている.

雲｡日米共同隈肩探査(1976-79の3年計画)

筆者は1976年11月明石探査を南極横断山脈で実

施するため,米国の南極基地マクマｰドを訪れた.

同じシｰズン,アメリカ側も明石探査のためW.

Cassidy助教授(当時ピッツバｰグ大学)とE.

OIsen博士(当時シカゴフィルド博物館の隈石担当)

がやってきた.当時マクマｰドを訪れていたyIP

故永田氏(元国立極地研究所所長)とNSF(米国

国立科学財団)代表との問で覚書が交わされ,南極

限石探査では先輩格の日本がアメリカを指導する形

でr日米共同南極明石探査計画｣がスタｰトした.

覚書の内容は,限石を発見した場合は日米で等分す

るというものであった.

日米共同隊は早速探査を開始した.まず最初に,

マクマｰド北方約100kmのドライバレｰ(口絵写

真1)を目指し,ヘリコプタｰで大陸末端(標高

2,O00㎜ほど)の小さな裸氷に降り立った.双眼鏡

で周囲を見まわすと,一瞬黒いものが目に入った

が,すぐ地吹雪でかき消されてしまう.そちらに歩

きながらもう一度確かめると裸氷の上に何かがあ

る.さらに近づくと肉眼でもはっきり黒いものと分

かった.ワクワクしだから隈石か岩石かと思いたが

らよくよく見ると,ピュｰジョクラスト(熔融皮殻)

がついている.限石だ!間違いない(写真1).幸

運にも私はマクマｰド地域の第1号明石を発見す

ることができた.さらに双眼鏡であたりを見まわす

と,また黒いものが目に入りその方を指さすと,今

度はヘリコプタｰの方が先に現場について,限石で

あることを確かめてしまった.発見した2個の限

石は4ヒgと13.7kgのコンドライトであった.付

近の山の名にちなんでそれぞれMt.Ba1dr(a),(b)

と名付けた.その日我刈ま意気揚々とマクマｰドに

写真1マンドバルクｰ蹟石.4.1kgのHコンドライト.

マクマｰド地域で最初に発見された明石(1976年

12月15目).

1)国立極地研究所:〒173東京都板橋区加賀1-9-10

キｰワｰド:やまと隈石,アランヒルズ,南極横断山脈,裸氷

帯,月頃石,火星起源明石,あすか蹟石
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引き返した.

翌日からこの裸氷を中心にキャソブし,探しまわ

った.しかし,裸氷に明石は全くなかった.黒い物

があってワクワクして近づくとそれは全て玄武岩の

カゲラであった.さらにキャンプを移動し,裸氷帯

を探査したが,黒い物は玄武岩とか石炭とか化石の

入った泥岩や砂岩などであった.1ヶ月も探しまわ

ると目が慣れてきて,角のあるカゲラは地球の岩石

であることが分かってきたが,黒い物は一つ一つ確

認した.地吹雪の目などは方向音痴にたって同じ黒

い物を何度も何度も確かめるはめになった.

アメリカの2人は50に近い年で,勿論南極は初

めて,裸氷などは全くの初体験であった.朝キャン

プを出発するとき,アイゼンを付けるのに小一時間

もかかり,筆者は外で足踏みして待っていた.ただ

ただ寒いだけ.3人で裸氷帯をくまなく歩きまわっ

た.しかし何もなかった.

ある目,キャシデｰが靴下を脱いで両足の底を見

せてくれた.“バブルワッフ''足の広一面に水膨れ

ができている.水膨れが一個でも痛くて歩けないの

に,こんなになるまでよく我慢したもの.どんなに

か痛かったであろうに,そんたことは全く知らず,

毎日毎目筆者は先頭を歩き続けた.窮状を訴えたか

ったであろうが,言葉の不自由さもあって,気遣い

ができなかった.申し訳なさでいっぱいである.こ

んな時に隈石が見つかっていれば少しは救われたで

あろうが,毎日が徒労であった.今年は2個だけ

か,これでは来年は無理だとついつい弱音をはいて

しまう.裸氷帯に隈石が集積する仕組みは存在した

いのかも知れない.短い夏のシｰズンも終わりに近

づき,日に目に自信がなくなっていった.

何とかしてもう一度探査をしたかった.その願い

がかなって1977年1月下旬,ヘリコプタｰからの

直接探査を実施することが許可された.場所はマク

マｰド北方200kmのアランヒルズである.ヘリコ

プタｰは南極のグランドキャニオンドライバレｰ

を眼下に北上,高度を2,500m以上に上げて約2時

間で,アランヒルズに接近.ヌナタｰクの上流側に

は有望そうな裸氷帯が広がっている.ヘリコプタｰ

は超低空で裸氷帯を飛び,3人は裸氷面を凝視す

る.``黒い物''にヘリはUタｰンし,着陸.明石!

アランヒルズ第一号コンドライト20kgの発見であ

る(口絵写真3).

その日30分程のアランヒルズ滞在で鉄明石(1.5

kg)1個と3個のコンドライトを採集しマクマｰド

に引き上げた.翌々日に再度トライが許可され,さ

らに広範囲を偵察しユｰクライト(1.4kg)と3個の

コンドライトを採集した.引き上げ直前に“黒い物"'

が集まっている裸氷に着地,確かめたらこれがすべ

て狽石であった.最大が120kg,次が102kgなど

40数個がせまい範囲に散在していた.合計で400

kgを越す大物で,今でも南極最大の明石である.

運が良かったとしか言いようがない.

日米共同初年度は発見数こそ11個と少なかった

が,合計重量は460kgを越した.これらは先の約

束通り,マクマｰドの地学研究棟で2つに切断し,

分けあった.私は218kg(全体の47%)受取り,持

ち帰ることになった.ところが不幸なことにマクマ

ｰド基地内で日本側取分の一部(木箱1個分)が盗

まれ,結局戻らなかった.盗難にあった6個(約4

kg)はまわりまわって庸極明石では唯一頃石市場に

出まわってしまった.幸いに盗まれた6個は今回

採集した明石の中で最大のもののごく一部なのでホ

ッとした.

日米共同初年度は,幸運にも大きな成果を得て終

了した｡この隈石探査の成果は,USARP(United

StateAntarcticResearchProgram,米国南極観測)

の中でも突出した成果としてNSFから発表され

た.我々カミマクマｰトを引き上げる直前,NSFの

特別のはからいで,今後の明石探査計画のために航

空機による偵察が許可され,大型輸送機C-130ハ

ｰキュリｰズを一目借りることができた.1977年

1月末,晴天にめぐまれた目,私とキャシデｰは

C-130のコックピットに乗り込み,南極横断山脈の

上空から有望と思われる裸氷帯を見てまわった∵か

つて英国のスコット隊が南極点を目指し,人びきソ

リで登った長大なベアドモア氷河やノノレウェｰのア

ムンゼンが通ったアムンゼン氷河など先人達の夢の

跡が今でも脈打っている所である.この偵察で横断

山脈には有望と思われる多くの裸氷帯の存在が確認

された.

3｡日米共同2年目,火星起源唄;百の発見

日米共同2年目は日本から私を含め2名,米国

側2名の計4名が昨年を上回る成果を期待して

地質ニュｰス458号�
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1977年11月マクマｰド基地に参集した.今回はア

ランヒルズにべ一スキャソブを設け,スノｰモｰビ

ルを使った本格的な長期の探査を予定した.このた

め,日本からはスノｰモｰビル2台を特別に持ち

込んだ.べ一スキャソプの設定には,C-130のサポ

ｰトが不可欠であった.ところがNSFはC-130の

サポｰトはおろカ㍉我序のプロジェクトにはヘリコ

プタｰの使用も許可してはくれなかった.理由が分

からず我々はただイライラするばかりであった.ク

リスマスも過ぎ,夏の一番いい時期を1ヶ月余り

も無駄に過ごしてしまった.キャシデｰの日参が功

を奏してかNSFも渋大我六の希望を認め,ヘリコ

プタｰでアランヒノレズのキャンプをサポｰトしてく

れることになった.ヘリコプタｰではスノｰモｰビ

ルを運べないので,残念ながら持込みをあきらめ

た.あとは脚だけが頼りである.

年末やっとアランヒルズの裸氷帯にキャンプでき

た我刈こ大変な幸運が待っていた.なんとキャンプ

サイトの周辺は明石の宝庫であった.探査初目に

100個近くを採集し,翌日も続女と見つかった.後

の研究で明らかにたった火星起源といわれるシャｰ

コッタイト明石もその日私が発見した(口絵写真

2).緑色を帯びたこの明石は初めて見る変わり種

で,ワクワクさせるものがある.この成果もキャン

プ設定後からの交信不良でマクマｰドに伝えること

ができなかった.そうしているうち,正月の真夜中

にC-130が探査隊の生存を確認にやって来た.我

我がC-130に無事生存していることと明石の大量

発見を伝えるとC-130はそのまま立ち去った.本

来たら無線通信が途絶えるとフィルドキャンプは撤

収されてしまうのだが,我々は隈右大量発見のおか

げでキャンプを継続できた.そのかわり,翌日から

1日おきにヘリコプタｰがキャンプサイトにやって

きては何かと面倒を見てくれた.マッチがなくなり

そう,トイレットペｰパｰが不足気味,ロブスタｰ

が欲しいと言えばヘリコプタｰで運んで来てくれた.

VIPも入れ替わり立ち替わりやってきてはコング

ラチレｰションと,対応が様変わりしてしまった.

海抜2,500m,気温マイナス25℃以下,徒歩での

探査はことのほかつらい.二重の登山靴でも歩きは

じめの1時間ぐらいは指の感覚が全くたい.裸氷

面を音もなく流れる地吹雪,寒くて思わず風下を向

いてしまうと,自分の風下だけ吹雪が途切れ,視界

1992年10月号

写真2隈鉄(7659)の産状左側の小片は地球の岩石

(1977年12月29日アランヒルズで発見).

が広がってくる.突然黒い物が浮かび上がる.``明

石"間違いない.こうして何度限石を見づけたこと

か(写真2).徒歩での探査では広域をカバｰてきた

い.お年のアメリカ人2人に比べると我表日本人

はかたり遠くまで出かけたが,天候の急変やクレバ

スの危険を考えるとそれも限度があり,必然的にキ

ャンプの周辺に限られてしまう.しかし,徒歩はど

んたに小さたものでも見づけることができる利点が

ある.1g以下の超小型の隈石はヘリコプタｰでは

とうてい見つげきれない.ちなみに前年ヘリコプタ

ｰで発見した最も小さい噴石は3059であった.貴

重た限石は1009以下のものが多いご｡とを考えると

徒歩での探査はr確実性がある｣と言うことができ

る.

とにかく頑張りに頑張って,日米共同2年目は

310個を発見し大成果を収めた.現在も続いている

米国のr南極限石探査｣はこの時に基礎が固まった一

時に重要なことは今回の探査で裸氷帯に明石が集積一

する私の｢南極明石氷河運搬集積モデル｣が証明さ

れたことである(第1図).

日米共同最終年は著名な女性の隈石研究者も参加

し,311個の成果をあげた.特に注目されるのは露

岩上で多数の唄鉄を発見したことである.かって大

陸氷床におおわれていたデリックピｰク,その山腹

のモレｰンの中に隈鉄が混じっていた.モレｰンは

黒褐色のフィラｰトレライト(1.65億年)の集まり

で,この中から隈石の発見は一見困難に見えたが,

唄鉄の秒や色はドレライトからは際だっていた(写

真3).デリックピｰク隈鉄はニュｰジｰランドの�
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アランヒルズ限石の分布.日米共同探査で採集した約600個を示す.明石は氷河で運ばれ,山脈の手前

の裸氷帯に集積していることカミ分かる.アランヒルズ裸氷帯からは総数1,738個の明石が発見されてい

る.氷河は左手から右手へ,即ち西から東に流動している､

写真3

デリックピｰク唄鉄DRP-7800115kgの産状･

玄武岩や砂岩の中から発見された.外観は地球の

岩石と明らかに異なっている(国立極地研究所

白石和行氏撮影).

地質隊により発見されたのが始まりである.ニュｰ

ジｰランドは100kgを越す大物を含む唄鉄6個を

ここで発見している.

4.明石の分割と折半

最初の約束通り発見した明石は折半されることに

なった.初年度はマクマｰド基地で切断し折半した

が,盗難の事態にこりて,2年目からは月の石を運

搬したステンレスコンテナをNASAから借り受け,

明石をこのコンテナに収納し,厳重にキｰをしてマ

クマｰドの冷凍庫に保管した.さらにコンテナを冷

凍のままヒュｰストンのNASA月試料処理施設に

運び,ここで最初の処理をすることになった.私は

ヒュｰストンまで出向き,初期処理と分割に立ち合

ったが処理作業は月の石の処理に準じたため,大変

繁雑で手間と時間がかかった.約束にしたがって処

理と分割の済んだ明石から逐次日本に送られてき

た.しかし,小型隈石については番号順に交互に受

け取ることに変更され,またすべての隈石について

2枚の薄片を作り,日米で1枚づつ保存することに

していたが,薄片作りが大変にたってきたのか,こ

れは途中で止めになった.さらに,米国の研究者に

よってこれらの隈石を使った研究が発表されている

のに,日本には折半されないことも起こった.特に

貴重な隈石:例えほエコソドライトや炭素質明石が

そうであった.また私が発見した火星起源とされた妻

シャコｰタイト明石などは日本への配分が50gも

地質ニュｰス458号�
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第2図

目本隊の調査域.あすか基地は昭和基地から約650k㎜も離れているため,越冬中両基地問に交流はた

い.網目は裸氷の分布を示す(ランドサットのイメｰジから作成).

少なかったりした一折半も遅れがちになり,本当に

実行してくれるのかどうか疑わしくもあった.

南極の現場ではアメリカを指導L,共に命がけで

頑張ったことを思うとこの事態はやり切れなかっ･

た.アメリカの全面的なサポｰトで採集した隈石を

何故半分も日本にやる必要があるのか,という強硬

な主張があったらしい.逆の立場だったら同じよう

なことをしていたかもしれたいが.その後私がヒュ

ｰストンに行き,日本の取り分を受け取ることにし

たが,NASAの月施設からの試料の持ち出し(搬

出)には厳しい制約カミあり難航した.それでも私の

滞在中に現地の目通に繁雑な輸出手続きを依頼し,

折半作業の終了にこぎつけた.いい勉強をした.も

う共同プロジェクトは沢山という気持ちでヒュｰス

トンを後にした.成果に関係なく,国際プロジェク

トはよくよく考えてやらないと配分間題等で後味の

悪いものにたる恐れがある.いい経験であった.

1992年10月号

その後,目･米は別々に,日本はやまと山脈とセ

ｰルロンダｰネ山脈を中心に,米国は南極横断山脈

で隈石探査を実施することになった(第2図).米

国から日本の隈石探査隊に参加したい旨の申し出を

何度がうげたが,私はいい返事をしなかった.

5｡その後の日本の唄;百探査

第20次南極観測隊(JapaneseAntarcticResearch

Expedition,JARE)の地学プロジェクトは隈石探査

であった.南極明石は大陸の裸氷帯に集積している

ことが実証されたので,JARE-20ではやまと山脈

の裸氷帯で今までにない規模の組織的な探査を計画

し,準備を進めた.今までの経験からやまと山脈に

は約8,000個の贋石が集積しているものと見積られ,

探査が順調に行えれぼかたり大量の贋石が回収でき

る見込みがあった.限石探査隊は8名,大型雪上�
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議

灘灘灘鍵灘鱗

写真4JARE-20明石探査隊のキャンプ1後方はやまと山脈最高峰の福島岳(2,494m).1979年11月やまと山脈

の裸氷帯.

車2台,同小型2台,スノｰモｰビル3台で構成.

期問は補給たしの4ヶ月,5ヶ月分の食糧を用意し

1979年10月やまと山脈に向け出発した.

まだ冬明けやらぬ南極大陸は,サストルギ高く悪

路の走行に惨序悩まされた.特にドラム缶からの燃

料もれには傍然とした.サストルギの悪路でドラム

缶同士がぶつかり合ったためである.地吹雪強い

一45℃の外で,ドラムの積み替えは言葉にならな

い厳しさである.さらに前回の1974年と同様,や

まと山脈直前のクレバス帯は恐怖でしかたかった.

やまと山脈が一望できる裸氷帯にべ一スキャソプ

を設げ(写真4)探査を開始した.予想通り,明石は

山脈の上流側にある裸氷帯に集積し,1目に数百個

も採集した.特にJARE-Vヌナタｰク(その1第

.3図)の北に延びる裸氷帯は明石の宝庫で,非常に

強いショックを受けたため気泡の生じたコンドライ

ト,後に新種の明石と判明した最初の月起源明石

(月限石),各種のエコソドライト,隈鉄など,明石

博物館とも言える程であった.

一方,山脈の下流,風下側の裸氷撤キ明石が少た

かった.しかし,やまと最大の隈石(26kgの炭素

質明石)は裸氷帯の最北端,一番の下流側で発見さ

れた(写真5).この裸氷も決しておろそかにできな

いことを示してくれた.さらに贋石は席やまとヌナ

タｰク周辺にも多く集積し,第2,第3の月隈石も

ここから採集され,また基岩付近のものとは違うタ

イプのユｰクライトも多数発見された.

探査隊はやまと山脈西方200kmのベルジカ山脈

写真5やまと最大の明石,26kgの炭素質限石｡やまと

山脈最北端(氷床の最下流)で発見(1979年11月27

日).

に日本隊としては初めて到達し(写真6),5個の隈

石を発見した.この中で1.2kgの隈石は従来知ら

れていなかった強い変成作用を受けた炭素質明石

で,母天体上での変成作用を解明する上で貴重な試

料となっている.

探査隊はやまと山脈に引一き返し,1980年1月下

旬にここを離れるまで限石探査を続け,歯やまとヌ

ナタｰクより北側に分布する裸氷の約半分をカバｰ

した.そして,採集した隈石の総数は3,600を越え,

この記録は今でも破られていない.

その後1988年までr唄方探査計画｣はなく,地

質調査や雪氷調査計画の一部として探査が実施され

た.主な探査地はやまと山脈の裸氷帯である.発見

数は年数十個～数百個であったが,1982年と1986

地質ニュｰス458号�
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写真6ベルジカ山脈の景観.1979年12月12目

氷面から400mの標高差がある.

日本隊としては初めてこの山脈に到達した.正面の岩峯は裸

年には歯やまとヌナタｰク南方の裸氷から3個の

月明石が新たに発見されるなどすばらしい成果を上

げた.また,1987年にはセｰルロソダｰネ山脈東

端の裸氷帯から同地域としては初の明石3個が発

見され,セｰルロソダｰネ山脈も限召集積の可能性

が高まった.

6｡その後の米国隊の唄;百探査

一人立ちした米国隊の明石探査はアランヒルズな

ど南極横断山脈の裸氷帯で開始されたが,米国隊単

独の1979年は82個と全く振るわなかった.同年目

本隊が,3,600個も発見したのに比べると,徴六た

るものであった.しかし米国は毎年探査隊を送り込

み3桁台の発見を維持し,1990年には1,000個を越

す成果を上げている.この中には米国隊初の月贋石

や南極では2番目の火星起源隈石も含まれ,隈石

探査隊の成果は惑星科学研究の大きな推進力となっ

ている.

米国の明石探査はキャシデｰの個人プロジェクト

として1976年にスタｰトした.前述したように最

初の3年間は日米相乗りという形にはなったもの

の,際だった成果を得たことから,明石探査プロジ

ェクトは10年以上も認められている.これは南極

観測の研究プロジェクトとしては異例中の異例であ

ろう.多くのプロジェクトは2～3年であり,特に

重要なプロジェクトでもせいぜい5年止まりであ

1992年10月号

る.野外調査主体のプロジェクトはキャンプの維持

を初め,安全の確保などフィルドワｰクのすべてを

自力で行える能力が要求される.その上で成果を間

われるとなると,簡単に実施できることではたい.

特に明石探査は最も厳しいフィノレドワｰクの一つで

あり,毎年探査隊を組織するのは大変である.しか

し,キャシデｰの隈石探査プロジェクトは国内外か

らの参加希望者が多く,人的た面でも心配は全くた

い.南極観測の実施母体であるNSF自身が明石探

査の重要性を認めているし,NASAもスミソニア

ンもこれを強力にサポｰトし,米国の隈石研究者も

強く支持しているからである.最近では米国外から

の参加も目立ち,国際的な協力のもとに進められて

いる.筆者も1986年にキャシデｰに招かれ,10年

ぶりに一緒に探査を行った.かつてスコットカミ通っ

たベアドモア氷河に隣り合った南緯84度の裸氷帯.

(写真7)にテントを張り,7週間も寒気とクレバス

の恐怖にさらされた.この探査隊は日本,オラン

ダ,オｰストリア,カナダと米国2の6名からた

る国際隊であった.

7｡フロンティア頃1石

1984年アランヒルズ北方450kmのフロンティア

山脈地域で42個の隈石片がGANOUEX-y探検隊

(独)により発見された(De1iebuseta1.,1986).

1990年イタリアの支援で構成された第1次ヨｰ口�
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写真7南緯84度五7分東経161度のルイスタリフ裸氷帯.

この裸氷帯から1,950個の明石が採集されている

(1986年12月).

ツバ合同南極噴石探査隊が同地域の裸氷帯を組織的

に探査し298個の隈石を回収した.フロンティア山

脈も隈石の集積地として注目され,同時にヨｰロッ

パ合同隊は日本,米国に次ぐ第3の探査隊として

登場した.合同隊は新しい試みとして裸氷帯の氷

(数万年の古さがある)から宇宙塵(cosmicdust)の

回収を手掛け,現場で何百トンもの氷を溶かしてい

る.宇宙塵に関する新知見の得られる可能性があ

る.また氷のCOreから宇宙塵を採集し,過去十数

万年以降の宇宙塵の降下量を求めようとしている.

8.あすか隈眉

南極観測は昭和基地を中心に開始されたが,フィ

ノレド調査の拡大に伴って1970年にみずほ基地,

1986年に日本第3の基地としてあすか基地を開設

した(現在みずほ･あすかの両基地は閉鎖されてい

る).あすか基地建設の主目的の一つに隈石探査が

あった.あすか基地は海岸から150km,標高930

mの雪原にあり,基地の南方50kmにセｰルロソ

ダｰネ山脈が立ちはだかる(口絵写真6).ゼｰノレロ

ソダｰネ山脈は東西200kmに延びる海抜2,500m

の大山脈で,その面積は四国に相当し,大陸氷床を

塞き止める堤防の役目を果している.この堤防によ

って隈石は集積するというのが私の｢南極限;百氷河

運搬集積モデル｣である.目指すは山脈南側に広が

る裸氷帯である.しかし,山脈の南側は誰も足を踏

み入れたことのたい全くの未踏地域であり,隈石へ

の高まる期待とアクセスの不安が交錯した.

1987年12月末JARE-29のあすか隊10名は越冬を

開始,翌年1月にセｰル眞ソダｰネ山脈東端バル

ヒェソ周辺の裸氷帯に初トライした.ここはすでに

3個の蹟石が発見されているところである.探査隊

は100個あまりの明石を発見し,まずまずの成果を

収めた.この一群の蹟石は破片が多く,かつ風化が

著しかった･裸氷帯には地上の岩石も広く分布し,

またクレバス帯にはばまれてなど,探査はかたり難

航し牟･

1988年2月山脈庸部への初踏査を試みることに

した.いかにして山脈を越え,その南側に出るかが

鍵であった.どこにクレバスがあるのカ㍉氷床地形

がどうたっているの加実際のことは全く分からた

かった.ただ人工衛星ランドサットの映像には山脈

の南側に大規模た裸氷帯の発達が明瞭に示されてい

た.

5名を基地に残し,探査隊は出発した.予定ルｰ

トは山脈西端の山裾を迂回し,南側に出て,ナンセ

ン氷原(N鋤s鋤遣s鋤)を目指すつもりであった(第

3図).旅行2日目に早くもクレバスの巣に迷い込

み恐怖を味わった1大型雪車が通過したとたんクレ

バスをふさいでいたスノｰブリッジが崩落,ポッカ

リ穴があく.クレバスの中は暗く,底なしだ.雪上

車が通って初めて幅1mほどのクレバスが平行し

て走っていることが分かる.恐ろしい.何とか山裾

をまわり込み,山脈の南側に出る.さらに南下する

と幅10mもの巨大なクレバス帯に行く手を遮られ

てしまう(第3図A140).クレバス帯に沿って東に

進み,クレバスの幅が1mくらいにたった所で一

気に南下する.基地から233㎞地点で待望のナソ

セソ氷原に到達した(A233地点).基地から直線で

わずか150kmなのにかなり遠まわりと危ない目に

あった.

ナソセソ氷原は標高3,000m,階段状に南側カミ高

ま'っている.気温は一30℃以下一常時1季m以上の

風が吹いている･スノｰモｰビルの2人はほ像と

舜に凍傷を起こし痛々しい.しかし誰も走ったこと

のたい氷原を走り回るのは痛快だ.贋石も次々に見

つかり(口絵写真7),いうことたしである.夜はコ

ソクウィスキｰを飲んで幸運に浸った.ナソセソ氷

原に隈石の集積は疑いない.今回は予備調査ではあ

ったが330個も採集できた.ナンセン氷原だげでざ

こ二鮒以上がありそう･越冬明けの本番カミ薬1
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千

ナシ毛ン永原

第3図セｰルロソダｰネ山脈と裸氷の分布.山脈の南側に発達するナソセソ氷原に隙石は集積していた.

4月にバルヒェソに再びトライしたが,夏期に広

がっていた裸氷帯はそのほとんどが雪に覆われてい

た.その上悪天侯が続き,ぼうぼうの態で逃げ帰っ

た.しかし,バｰド氷河を越えると,あすか方面は

ウソのような快晴,そよ風の小春日和であった.

2ヶ月の暗夜を過ごし,10月から探査を開始し

た.第4回目の限石探査をハムセｰニノレスラルセ

ン山周辺の裸氷帯で実施した.山脈に近い裸氷で破

片状の隈石を少し採集したが,集積は認められなか

った.また,モレｰンには噴石がどうか判断に困っ

た岩片が多数散在していた.ここはナソセソ氷原よ

り裸氷の観模が大きいにもかかわらず,裸氷上には

クレバスを除けば何もなかった.特にニルスラル

セン山の南方A140付近から東西に延びる大裸氷帯

を大いに期待していたが隈石は皆無であった.

竪｡最後の隈眉探査

11月13目,この目から2ヶ月あまりは太陽が沈

まない.その目我冷は第5期最後の探査旅行に出

発した.予定は2月上旬までの約3ヶ月間,ナソ

セソ氷原を走破し,バノレヒェソの裸氷も探査するこ

とにした.9名の探査隊は7台のスノｰモｰビノレと

1992年10月号

雪上車を使ってナソセソの全裸水域をくまたく探査

し約1,500個を採集した.この中には米ソも採集し

ていない新種の月の石(Yanai,1991)(口絵写真5)

をはじめ,貴重な明石が多く含まれ,総重量は500

kgに達した.

探査隊は昭和時代最後の正月をナソセソ氷原で迎

えた.恐らく当時日本人としては我次が一番南にい

たであろう.そして現地で昭和天皇崩御を英語の国

際放送で知った.

写真8JARE-29の明石探査隊が転落した巨大たヒドン

(隠れた)クレバス.クレバスの底30mから上方

を見上げると青空とソリの先端カミ見える(1989年

1月13日夜11時頃著者撮す).�
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明石探査隊はさらに前進し,バルヒェソの裸氷帯

を目指した.しかし,バルヒェソ直前で探査隊は最

大のピンチに陥ってしまった.新しい平成の時代を

迎えて間もない1989年1月13目,先頭を走ってい

た6トンの大型雪上車が一瞬のうちに雪面上から

消えてしまった.クレバス転落1雪上車は幅

3mもある垂直のクレバスを落下,約30mの深さ

の所で横倒しにたって引っかかった.しばらくは何

が起こったのかわげカミ分からず,ただ呆然としてい

た.クレバスの底から見上げるとポッカリ開いた天

井と時空がとても鮮明だった(写真8).幸い私は打

撲程度で済んだが,同僚は血にまみれ,息も途絶え

がちであった.｢絶対に生きて還ろう｣と私はクレ

バスの底で同僚を励まし続けた.転落Lた3名の

必死の救出作戦,じわじわと押し寄せる恐怖,その

中で一週間の現場待機,ヘリコプタｰによる救出一

観測船｢しらせ｣への収容,緊急の帰国一手術,と

夢と現実が交錯したドラマのようであった.大変た

事故にもかかわらず,誰一人生命を失うことなく全

員が生還し,手術も手遅れ直前で問に合った.まだ

運に見放されたわげではたかったが,大量明石の代

償はあまりにも大きかった.
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